
本州・九州連携に係る道路交通の
現状と課題について

資料４



列島をつなぐ高速道路ネットワーク

中国地方

九州地方
四国地方

近畿地方以東

○高速道路ネットワークとして、本州・四国間は本州四国連絡高速道路（西瀬戸自動車道・瀬戸中央自動
車道・神戸淡路鳴門自動車道）の３つのルートでつながっている一方、本州・九州間は関門橋（関門自
動車道）が唯一のルートである。

○関門橋に並行して、一般国道として関門トンネルが供用中である。

関門トンネル（一般国道）

関門橋

広域図

本州四国連絡高速道路
（瀬戸中央自動車道）

関門自動車道
（関門橋）



本州・九州の連携を支える関門橋の現状

■関門橋(高速道路)の概要
開通年月：昭和48年11月（開通後52年経過）
交 通 量：38,800台/日（R5 NEXCO西日本より）
車 線 数：6車線
橋 長：1,068m（最大支間長712m）
主 塔 高：141ｍ
桁 下 高：61ｍ
橋梁形式：3径間2ヒンジ補剛桁吊橋

※NEXCO西日本管理

○関門橋はS48.11に建設され、日平均交通量は約39,000台/日。
〇交通事故や気象条件により通行止めが発生。

■関門橋の通行止め状況（R1～R7年度）

備 考原 因日 付

上下線 約4時間半通行止め台風R1年 8月6日

上下線 約16時間通行止め雨R2年 7月7日～8日

上下線 約16時間通行止め台風R2年 9月6日～7日

上下線 約18時間通行止め雨R3年 8月14日～15日

上下線 約2時間通行止め事故R4年 6月25日

上下線 約34時間通行止め台風R4年 9月18日～20日

上り線 約3時間通行止め事故R5年 3月1日

下り線 約5時間通行止め事故R5年 3月1日

上り線 約6時間通行止め事故R6年 1月14日

上り線 約30分間通行止め事故R6年 7月28日

上り線 約30分間通行止め事故R6年10月19日

上下線 約19時間通行止め雨R7年 8月10日～11日

通行止め回数
年度

通行止め回数
年度

関門ﾄﾝﾈﾙ関門橋関門ﾄﾝﾈﾙ関門橋

1352R22894H27

1831R32354H28

1334R42071H29

1301R51982H30

1362R61951R1

22（回）関門橋
合計

1841（回）関門トンネル

（参考）関門橋・関門トンネル 過去10年間の通行止め回数



関門トンネル断面（海底部）

7.9m

3.0m3.0m

本州・九州の連携を支える関門トンネルの現状

○関門トンネルはS33.3に建設され、日平均交通量は約25,000台/日。
〇開通後67年が経過し老朽化が課題となっており、これまで5回に渡って大規模修繕工事を実施。
○大規模修繕工事を実施の際は、年平均で73日程度全面通行止めが発生する状況。
○また、落下物・故障車等の発生時には通行止めによる対応が必要であり、令和６年度には136回の通

行止めを実施し安全を確保。

■関門トンネル(国道２号)の概要 ※NEXCO西日本管理

開通年月：昭和33年3月（開通後67年経過）
交 通 量：25,419台/日（R3センサス）
車 線 数：2車線
延 長：3,461ｍ

＜大規模修繕工事（４回目）の例＞

■関門トンネルの大規模修繕工事による全面通行止め実績

床版取替工事施工状況（H21）

・修繕内容
床版取換工、剥落対策工、
内装板取換工 等

・施工期間
平成20年度～平成22年度

・最大通行止め日数
109日間（H21.9.1～12.17）

床版下面

＜老朽化の状況＞＜通行止めの原因(落下物)＞

落下物



R1.10～
消費税10%

H26.4～R1.9
消費税8%

H18.4～H26.3
民営化移行

H7.12～H18.3
大規模改良工事実施

H1.4～H7.12
消費税導入

S48.11～H1.3
維持管理有料道路に移行

S33.3.10～S48.11
関門
トンネル

160円150円150円200円150円150円350円
普通車
料金

R1.10～
消費税10%

H26.4～R1.9
消費税8%

H23.8～H26.3
特別区間割引

H21.5～H23.7
特別区間割引

H7.4～H21.5S48.11～H7.4-関門橋

280円
（370円）

280円
（360円）

250円
（250円）

300円
（350円）

350円300円-
普通車
ETC料金
（非ＥＴＣ車）

橋：H26.4 ３つの料金水準（普通区間）

交通量
（台/日）

分担率

←コロナ禍→

38,800台/日
（分担率60%）

35,600台/日

24,900台/日
（分担率40%）

海峡断面の交通量は概ね横ばい

橋：H23.8特別区間割引（高速並）

橋：H21.5特別区間割引
橋：R6.4 ３つの料金水準
（普通区間）継続※

※R6.4以降も３つの料金水準は継続

本州・九州間（関門橋・関門トンネル）の交通量の推移

○関門海峡断面での関門橋、関門トンネルの合計交通量は、約64,000台。
〇そのうち、関門橋が約６割、関門トンネルが約４割を分担。

※関門トンネルの料金は、令和8年6月1日より 230円、令和12年頃に300円に変更予定



通勤・通学者

約9千人/日

下関市街地

下関市立大学

小倉市街地

北九州市立大学

資料：国勢調査（R2）

本州・九州間の交通流動について

○高規格道路ネットワークの一部として長距離交通を担う関門橋に対し、関門トンネルは山口県と福岡県
間の近距離交通を担う生活道路としての役割を持つ。

○九州と全国の広域的な流動を見ると、近畿地方以東の長距離利用は約３割存在。
○下関市～北九州市間は１日あたり約９千人の通勤・通学による往来があり、両市の市街地間の移動時

間は概ね30分以上となっている。

出典：令和３年道路交通センサスを加工してNEXCO西日本で作成

（
関
門
橋
）
（
関
門
ト
ン
ネ
ル
）

関門橋・関門トンネルを利用する交通流動

山口県⇔福岡県の行き来の利用が約８割

山口県⇔福岡県の行き来以外の利用が約６割

山口県⇔福岡県

77％
その他

7％

発着どちらか
山口県・福岡県

16％

山口県⇔福岡県

43％

その他

18％

発着どちらか
山口県・福岡県

39％

資料：全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査(R3)

北海道

東北

中部
近畿中国

四国

関東九州

※全車で集計（フェリー含む）

（単位：百台/日）

732百台/日

3

1039

128

500

14 38

下関市と北九州市の通勤・通学流動

近畿以東の移動が
218百台/日(約30%)

下関市街地

下関市立大学

北九州市立大学

資料：北九州市HP、北九州市立大学HPより

資料：下関市HP、下関市立大学HPより

下関市中心部からの
30分圏域（現状）

小倉市街地



平常時 通行止め時

関門断面の交通量
百台

本州・九州間の課題（令和２年７月豪雨による通行止め時の影響）

○令和2年7月豪雨に伴い、関門橋が１６時間通行止め。（7月7日（火）14:00～翌日7月8日（水）6:00）
○通行止めにより、関門トンネルや周辺道路へ交通が集中し、移動時間が約２時間半増加するなどの状

況が生じ、 あわせて海峡断面の交通量が平常時と比較し約4割減少するなど、物流活動や通勤・通学
などへ影響を与えた。

■国道2号（下関市一の宮住吉）の渋滞状況

■令和2年7月豪雨による関門橋通行止め時の渋滞状況 ■移動時間（小倉駅～下関駅）の変化

資料：[速度図][移動時間] ETC2.0データ
平常時：R2.6.30（火）18時台
通行止め時：R2.7.7（火）18時台

平常時（R2.6.30 18時台） 関門橋通行止め時（R2.7.7 18時台）

山口県

福岡県

下関市

北九州市

福岡県

下関市

40km/h以上
30-40km/h未満
20-30km/h未満
20km/h未満

平均旅行速度
※上下遅い方を表示

北九州市
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平常時 通行止め時

（分）

約37分

約182分
プラス

約２時間半

■平常時と関門橋通行止め時の海峡断面交通量の比較
※通行止め時間の１６時間で比較

約４割減少

資料：[交通量]NEXCO（トラカンデータによる速報値）
平常時 ：R2.6.30（火）14：00～7.1（水）6：00
通行止時：R2.7.7（火）14：00～7.8（水）6：00

山口県

夕方下関市内から門司へ、
資材を納品に向かったところ、
日頃20分で着くところ3時間
を要しました。

資料：地域住民ヒアリング結果（R2）
※下関地域の住民に対して直接聞き取り

山口市から下関市に帰る途中、
小月IC（中国道）を過ぎて通行止めに
遭遇し、翌朝まで車の中で飲まず食わず
の12時間、大変苦しい状況でした。

海峡断面

関門橋
＋

関門トンネル 関門トンネル

写真①

写真①



平常時 通行止め時

関門断面の交通量
百台

本州・九州間の課題（令和４年９月台風１４号による通行止め時の影響）

■令和4年9月台風14号による関門橋通行止め時の渋滞状況

資料：[速度図][移動時間] ETC2.0データ
平常時：R4.9.13（火）2時台
通行止め時：R4.9.20（火）2時台

○令和4年9月の台風14号に伴い、関門橋が３４時間１５分通行止め。
（9月18日（日）19:00～9月20日（火）5:15）

○通行止めにより、関門トンネルや周辺道路へ交通が集中し、移動時間が約40分増加するなどの状況が
生じ、 あわせて海峡断面の交通量が平常時と比較し約7割減少するなど、物流活動や連休中の交通
などへ影響を与えた。

平常時（R4.9.13 2時台） 関門橋通行止め時（R4.9.20 2時台）

山口県

福岡県

下関市

北九州市

福岡県

下関市

40km/h以上
30-40km/h未満
20-30km/h未満
20km/h未満

平均旅行速度
※上下遅い方を表示

北九州市

■移動時間（小倉駅～下関駅）の変化

0

20

40

60

80

100

平常時 通行止め時

（分）

約36分

約74分プラス

約４０分

山口県

約７割減少

資料：[交通量] NEXCO（トラカンデータによる速報値）
平常時 ：R4.9.10（土）19：00～9.12（月）5：00
通行止時：R4.9.18（日）19：00～9.20（火）5：00

関門橋
＋

関門トンネル
関門トンネル

海峡断面

■平常時と関門橋通行止め時の海峡断面交通量の比較
※通行止め時間の３４時間で比較

■国道2号（下関市勝谷）の渋滞状況

写真①

写真①



平常時 通行止め時

関門断面の交通量
百台
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平常時 通行止め時

（分）

約34分

約191分
プラス

約２時間半

本州・九州間の課題（令和７年８月豪雨による通行止め時の影響）

○令和7年8月の大雨に伴い、関門橋が１８時間５０分通行止め。
（8月10日（日）14:40～ 翌日8月11日（月）9:30）

○通行止めにより、関門トンネルや周辺道路へ交通が集中し、移動時間が約２時間半増加するなどの状
況が生じ、 あわせて海峡断面の交通量が平常時と比較し約4割減少するなど、物流活動やお盆の帰
省交通などへ影響を与えた。

■令和7年8月大雨による関門橋通行止め時の渋滞状況

平常時（R7.7.20 18時台） 関門橋通行止め時（R7.8.10 18時台）

山口県

福岡県

下関市

北九州市

福岡県

下関市

40km/h以上
30-40km/h未満
20-30km/h未満
20km/h未満

平均旅行速度
※上下遅い方を表示

北九州市

山口県

■移動時間（小倉駅～下関駅）の変化

資料：[速度図][移動時間] ETC2.0データ
平常時：R7.7.20（日）18時台
通行止め時：R7.8.10（日）18時台

資料：[交通量] NEXCO（トラカンデータによる速報値）
平常時 ：R7.7.20（日）15：00～7.21（月）10：00
通行止時：R7.8.10（日）15：00～8.11（月）10：00

約４割減少

関門橋
＋

関門トンネル 関門トンネル

海峡断面

■平常時と関門橋通行止め時の海峡断面交通量の比較
※通行止め時間の１９時間で比較

■国道2号（下関市椋野）の渋滞状況

写真①

写真①



本州・九州間の課題（産業への影響）

○九州北部には多数の自動車関連企業が立地し、自動車部品等の輸送に関して本州との往来が存在。
〇また、北九州市は製造品出荷額の約４割が鉄鋼や金属など、重量物を扱う産業が盛んで、九州・本州

間におけるトレーラー等の特殊車両※の約８割が関門橋を利用。
〇関門橋の渋滞・通行止め時には、近接する関門トンネルにも影響し、円滑な輸送に支障を及ぼす。

資料：図説 九州経済2020

経路

関門橋

関門トンネル
フェリー 関門橋

約８割

資料：特殊車両許可申請(2019年度)

億円
資料：R3経済センサス

鉄鋼・金属などの重量物を扱う産業が主産業

・積載重量などの面から海上輸送という選択肢はあるが、
出航・入航の時間が決まっていることもあり、陸上輸送
がメインとなっている。
・関門橋と関門トンネルが近接していることもあり、関
門トンネルが通行止め時になると関門橋が渋滞、関門橋
が通行止めになると関門トンネルが渋滞といった状況と
なっている。

（トラック事業者）

■自動車関連企業の立地状況と輸送の流れ

■自動車生産台数の全国シェア

■製造品出荷額割合（北九州市） ■九州・本州間における特殊車両の
輸送経路(申請経路数)

九州
110万台（13%）

全国
823万台

全国シェア
約１割

資料：九州経済2026、台数は2024の数値

鉄鋼、金属が
約４割

※特殊車両：道路法で定められた幅・長さ・高さ・重量などの一般的制限値を超える車両や
構造が特殊な車両（クレーン車など）を指し、通行には特殊車両通行許可申請が必要

自動車組立工場５社 関連企業は７００社以上

本州へ

日産自動車九州
日産車体九州

トヨタ
自動車九州
宮田工場

ダイハツ九州
大分（中津）工場

マツダ 防府工場

海外・
国内へ

：自動車部品の動き

：自動車完成車の動き

自動車部品・完成車の
調達・供給



○九州はシリコンアイランドと呼ばれ半導体関連企業が全域に立地しており、生産金額はおおむね10年
の間で約２倍に増加し、現在は日本の約半分のシェアを占めている。

○熊本を中心に半導体関連企業の進出等が加速し、更なる投資や開発が計画されている。

資料：九州経済産業局
「Profile of Kyushu Summary」より

九州のＩＣ（集積回路）生産金額・全国シェア 九州地方の製造業・半導体関連産業の立地状況

資料：経済産業省 九州経済産業局資料、
：九州半導体人材育成等コンソーシアム 第7回会合 資料３より

▲ＪＡＳＭ第一工場
（TSMC）

▲第二工場予定地（TSMC）

九州地方の主な半導体関連企業の設備投資計画・立地協定
（2025年9月末時点）

７県合計：162件・約４.8兆円超

48.5％

13,126億円

概ね10年

約２倍

6,283億円

九州の生産金額 九州の全国シェア

本州・九州間の課題（産業への影響）

（TSMC）

九州地方の開発動向

※2025年9月末時点において開発計画を表明している件数と予定投資金額

（熊本県菊陽町）



九州

76%

近畿

9%

関東

4%

中国

4%

中部

3%

北海道・東北

2%

四国

1%

沖縄

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みかんやたまねぎなどを東京・大阪・中国に関門橋を利用して陸送しています。
輸送の遅れによる販売店での欠品などがないように、生産者やドライバーへの負担はありま
すが、台風など通行止めの可能性がある場合は輸送を１日早めることや１日遅らせるといった
対応をしています。

主にアジですが、鮮魚を大阪・名古屋・東京に関門橋を利用して輸送しています。鮮度が重要
ですが、通行止めなどで輸送が遅れそうになる際はルートの変更、両方が通行止めの際は解
除されるまで待機するしかない状況です。

牛、豚全般の加工品を東京・中部・関西・中国に関門橋を利用して輸送しています。輸送が遅れ、
納品日の変更を行ったり、商品の値引きをするといったことがあります。関東向けの輸送につ
いては事前に門司港→大阪南港のフェリーを予約しておくといった対応を図ることもありま
す。

本州・九州間の課題（農業への影響）

○農畜水産品を全国へ供給

資料：生産農業所得統計(R5)、漁業産出額(R5)

■農畜水産物の産出額の全国シェア

全国シェア
約２割

■農畜水産品の流通の流れ

資料：生産農業所得統計(R5)、漁業養殖業生産統計(R5)

本州へ

いちご
全国

のり

とまと
全国

全国

全国

メロン

茶（生葉） ブロイラー
全国

ピーマン
全国

ぶり類
全国

肉用牛
全国全国

豚

全国

まあじ
全国

全国
さば

全国
11.0兆円

九州
2.3兆円（21%）

○農畜水関係への影響

○九州の農畜水産品産出額は全国の約２割を占めており、そのうちの４分の１に相当する約４万トンが
近畿・ 関東・中国・中部などへ輸送されている。

〇災害時も含め、輸送の遅れは販売店や消費者からの信頼低下などにもつながることから、輸送にあ
たっての定時性・速達性・代替性が課題となっている。

全国
かぼす

全国
しいたけ

■九州発の農畜水産品における方面別輸送割合（重量トンベース）

資料：R3全国貨物純流動調査

N= 161,388トン

（農業協同組合）

（漁業運送業者）

（畜産加工販売業者）

約4分の1が
本州へ



本州・九州間の課題（観光周遊への影響）

○小倉都心周辺には魅力的な観光施設が多数存在しているものの、関門海峡を渡る道路は関門橋及び
関門トンネルに限られているため、周遊観光においては大きな迂回が生じている。

○また、関門トンネルにおける渋滞の発生が、観光施設へのアクセスに影響を及ぼす。

両市間の移動は関門トンネルなどへの
大きな迂回が必要

小倉都心－下関市街地のアクセス

約

約

直線
距離

道路
距離

■両市間の直線距離と道路距離

約２倍

主要観光地

主要観光スポット（日本夜景遺産）

市立しものせき水族館「海響館」

小倉城

門司港レトロ

官営八幡製鐵所

資料：各自治体HPより（北九州市民）

唐戸市場や海響館を
訪れる際に関門トンネ
ルの渋滞が激しくて目
的地に着くまでに時間
がかかりすぎる。

■関門トンネルの渋滞状況

■関門海峡周辺の主要観光施設

福岡県

下関市

北九州市

山口県



本州・九州間の課題（関門橋・関門トンネル） 災害時のリダンダンシー

○平成２８年熊本地震の際には、本州から被災地へ関門橋、関門トンネルを通行して多くの支援車両が
駆けつけた。

出典：下関北九州道路パンフレット（令和6年度）を加工

○支援車両の通行状況

○支援活動の状況

本州からの支援車両（平成28年熊本地震）

平成28年熊本地震時の活動状況

熊本地震の際
自衛隊車両は

約7,000台が

関門橋、
関門トンネルを通行
（※山口県調べ）

関門橋・
関門トンネル



新日鐵住金（株）
八幡製鐵所

ゴルフパートナー
西港ゴルフウエスポ店

中原公園

新日鐵住金（株）
八幡製鐵所

北九州市役所
環境局日明環境センター日明工場

北九州市中央卸売市場

篠川南

紫川JCT

門司

新門司

（
現
道
拡
幅
区
間
）

下
関
北
バ
イ
パ
ス

春日

北九州市立日明小

252

250

日明臨海公園

めかりPA

日明海峡釣り公園

新門司港フェリーターミナル

小倉市街地

下関市街地

壇之浦PA

篠崎北

大手町
足立

富野

大里

愛宕JCT

下到津

小倉駅北

日明

西港
戸畑

若戸

北浜

東港JCT

だ い り

か す が

も じ

しものせき

下関

だんのうら

しん も じ

とみ の

あ だち

むらさきがわ

しのざききた

お お て まち

あ た ご

しもいとうづ

こ くら えき き た

ひがしみなと

ひあがり

にしみなと

と ばた

わか と

き たはま

門司港IC
もじこう

下関北九州道路

延長 約８㎞

（仮称）西港町ＪＣＴ

（仮称）迫町ＩＣ
さこまち

にしみなとまち

にしみなとまち

北九州市側陸上部 約2.1km（JCT除く） 吊橋部 約2.2km 下関市側陸上部 約3.4km

下関北九州道路の概要

（仮称）南風泊港ＩＣ
はえどまりこう

（凡例）

２車線

４車線

６車線

ＩＣ予定地

（ハーフ形式）

ＪＣＴ予定地

○下関北九州道路は、関門海峡を渡る延長約８ｋｍ・完成４車線の計画であり、令和７年１２月に都市計画決定。

0 1 2 3km

（仮称）西港町ＩＣ



下関北九州道路の経緯

○海峡横断プロジェクトは、平成２０年３月に、個別プロジェクトに関する調査は行わないこととされたが、
下関北九州道路については、平成２５年より、２県２市による調査が開始され、関門橋・関門トンネルのバイ
パス機能の確保に関わる課題など、他のプロジェクトとの違いを踏まえ、ゼロベースで必要性を再整理。

○平成３１年４月より国による調査を開始し、令和７年１２月２３日に都市計画決定。

計画段階評価（概略ルート・構造の検討）

２県２市による調査開始（山口県・福岡県・下関市・北九州市）

地域提言のとりまとめ（下関北九州道路整備促進期成同盟会 ほか８団体）

令和２年７月～令和３年３月

平成２８年１２月１８日

平成２５年４月～

２県２市による更なる調査の開始（道路調査費補助（国費１／３）で支援）

平成３１年３月８日

平成３１年４月～

調査検討のとりまとめ
（下関北九州道路調査検討会 ※検討主体：山口県・福岡県・下関市・北九州市）

国による調査の開始

○概略ルート、海峡部の構造形式、整備手法について検討

令和６年５月～令和７年１２月

平成２９年４月～

都市計画（環境アセスメント）手続き

令和７年１２月２３日 都市計画決定

大臣会見

平成２０年３月

「海峡横断プロジェクトの調査については個別のプロジェクトに
関する調査は今後行わない。」

海峡横断プロジェクト 位置図
（平成２０年３月２８日 大臣記者会見資料より抜粋）

海峡幅 約２㎞

関門橋・関門トンネルが並行

3

2

191

9

2

199



下関北九州道路の概要

○下関北九州道路の計画は、約2kmの海峡部を横断する長大橋梁を有する構造。
○昨今の物価・資材高騰等を踏まえると、R2年時点での想定事業費（約2,900～3,500億円）から大幅に増

える見込み。

山口県下関市彦島迫町～
福岡県北九州市小倉北区西港町

区間

約２，９００億円～約３，５００億円
（うち、海峡部：約１，９００億円～２，３００億円）

概算事業費
（R2年度時点※）

約８ｋｍ延長

完成４車線車線数

起点： 旧彦島有料道路
終点： 北九州高速道路

起終点

※R2.12.17 中国・九州合同小委員会資料より

にしみなとまち

（仮称）西港町ＪＣＴ

はえどまりこう

（仮称）南風泊港IC

さこまち

（仮称）迫町IC

今後、事業者が実施する測量調査や詳細設計、関係者との調整等により計画細部が変更となる場合があります。



埴生IC

山口県

福岡県

下関JCT

美祢西IC

下関IC

門司港IC

門司IC

新門司IC

小倉東IC

北九州JCT

小倉南IC

八幡IC

苅田北九州空港IC

北九州空港

春日IC

大里IC

富野IC

足立IC

小倉駅北IC日明IC

西港IC

戸畑IC

下到津IC

勝山IC

大手町IC

篠崎南IC

北方IC

若園IC

横代IC

長野IC

枝光IC

東田IC

大谷IC

山路IC

黒崎IC

小嶺IC

馬場山IC

金剛IC

大谷JCT

紫川JCT

愛宕JCT

東港JCT

篠崎北IC

小月JCT

関門海峡周辺の道路ネットワーク

0 10km

＜凡 例＞
■道路種別

高速自動車国道
都市高速道路
一般国道(国管理)
県道

■車線数
６車線
４車線
２車線

関門自動車道

九州縦貫自動車道

中国縦貫自動車道

下関北九州道路

延長約８㎞

北九州高速道路

広域図

関門海峡を横断する
広域的な代替ネットワーク

（仮称）迫町IC

（仮称）西港町JCT

下関北九州道路

山口県下関市彦島迫町～
福岡県北九州市小倉北区西港町

区間

○下関北九州道路は、北九州高速道路、旧彦島有料道路等を経由して中国縦貫自動車道、関門自動車
道、九州縦貫自動車道により構成される本州から九州間を結ぶ高速自動車国道に接続し、関門海峡を
横断する広域的な代替ネットワークとして機能することが期待される。

関門海峡

(県)福浦港金毘羅線
（旧彦島有料道路）

(都)筋川武久線



関門海峡周辺の経路別の利用料金

○ 関門海峡周辺においては、料金体系や管理主体の異なる道路ネットワークとなっており、経路ごとに
異なる料金設定となっている。

鞍手IC

門司IC

八幡IC

小月IC

下関北九州道路・北九州高速経由
約50km

普通車（ETC） 1,760円※

九州道経由
61.0km／44分

普通車（ETC) 1,820円

＜料金・料率＞（普通車）＜料金体系＞＜路線名＞

24.6円/㎞対距離
関門橋（下関～門司港）

中国道
九州道

160円※均一料金関門トンネル

520円均一料金北九州高速

※ ターミナルチャージを除く

※料金は下記の仮定のもと算出
・小月ICから下関ICまで中国道を走行
・下関北九州道路の料金水準は24.6円／km

例：中国道・小月IC（山口県）→九州道・鞍手IC（福岡県）の場合（ETC普通車）

※所要時間：NEXCO西日本Webサイトで検索

北九州高速経由
61.1km／52分

普通車（ETC） 1,650円

おづき くらて

北九州高速経由、九州道経由ともに関門橋を通行

凡例
下関北九州道路
NEXCO西日本
北九州高速道路
一般道

下関IC

※関門トンネルの料金は、令和8年6月1日より
230円、令和12年頃に300円に変更予定



下関北九州道路の海峡部の構造について

○下関北九州道路の海峡部の計画は、航路幅約1.2㎞を含む、約2kmの海峡部を横断する長大橋梁とな
る見込みであり、国内では明石海峡大橋に次ぐ支間長を有する規模。

○支間長が１㎞を越える吊橋は、1999年に完成した来島海峡第三大橋以来、国内で建設事例がないほ
か、腐食環境が厳しく、点検や補修のための接近手段が限られる等、高度かつ効率的な維持管理が必要。

国内の施工実績（道路橋）

・支間長1,000ｍを超える吊橋は4橋のみ。

・2000年以降では安芸灘大橋と豊島大橋の2橋。

国内の吊橋の事例（支間長が長い順）
・下北道路の吊橋は2位の橋梁規模となる。

都道
府県

架橋
位置

支間長
（ｍ）橋名順位

兵庫海峡明石海峡大橋
香川海峡南備讃瀬戸大橋
愛媛海峡来島海峡第三大橋
愛媛海峡来島海峡第二大橋
香川海峡北備讃瀬戸大橋

岡山･香川海峡下津井瀬戸大橋
徳島･兵庫海峡大鳴門橋
広島海峡因島大橋
広島海峡安芸灘大橋
北海道湾口白鳥大橋

最
大
支
間
長

明石海峡大橋
(1998年、1,991m)

南備讃瀬戸大橋
(1988年、1,100m)

来島海峡第二大橋
(1999年、1,020m)

来島海峡第三大橋
(1999年、1,030m)

安芸灘大橋
(2000年、750m)

豊島大橋
(2008年、540m)

航路幅
（約 ）
以上の支間長

完成年

吊橋の特殊性
・橋梁設計の基準である道路橋示方書の適用外であり、設計手法からの検討が必要。
・通常の橋梁では使用しない、ケーブル架設等の特殊な工事が多く、施工難易度が高い。
・海峡部を横断する特殊性から、多くの海事関係者との調整をしながらの施工となり、工程管理に特別な配慮が求められる。
・厳しい環境条件下にあるため、維持管理面でも、早期の変状発見、劣化の初期段階での維持補修が必要

アンカレイジ 主塔基礎 主塔基礎

主ケーブル

ハンガー
ロープ

補剛桁

アンカレイジ

塔頂サドル

スプレー
サドル

主塔 主塔（吊橋）（通常の橋梁）

橋台 橋台橋脚

上部工

支間長



＜現状と検討課題＞

本州・九州連携の今後の進め方（案）

＜今後の進め方（案）＞

① 本州・九州間の道路交通による人流・物流を担うのは関門橋、関門トンネルの２つのルートに限られているが、国道2号の
慢性的な渋滞や老朽化等に伴う通行止めの頻発化といった課題を有している。

その上で、本州と九州を繋ぐ３つのルートを効率よく利用するための工夫を検討すべきではないか

建設のみならず管理も含むライフサイクルコストを考慮した、品質向上や施工の効率化等を検討すべきではないか

有料道路事業導入にあたっての利用者負担のあり方を検討すべきではないか

関門海峡周辺の道路ネットワークは、本線やその前後の道路規格や渋滞状況などが異なっていることに加え、
異なる料金体系や有料・無料が混在している。

② 下関北九州道路の計画は、約2kmの海峡部を横断する長大橋梁を有する構造となっており、昨今の物価・資材高騰等を
踏まえると、令和2年時点での想定事業費（約2,900～3,500億円）から大幅に増える見込み。

本州・九州地域の現状や将来像を踏まえ、本州・九州間連携の重要性を明確にするとともに、
既存のネットワークを含む本州と九州を繋ぐ３つのルートのうちの１つとしての下関北九州道路の役割を
明らかにすべきではないか

下関北九州道路が令和7年12月23日に都市計画決定され、整備された場合、本州・九州を繋ぐ３つ目のルートが
新たに確保されることとなる。

下関北九州道路の整備にあたり、地域からは利用者負担を前提とした有料道路事業活用の要望をいただいている。

上記の検討にあたっては、本州・九州地方の利用実態などに即した視点が必要であることから、地元に精通した
有識者を加えたうえで、道路管理者等からのヒアリングを重ねつつ、きめ細やかに議論を進める必要があるのではないか



国土幹線道路部会

国土幹線道路部会に報告

（仮称）本州・九州連携小委員会で議論

現状、論点整理

自治体、関係団体等ヒアリング

基本方針のとりまとめ

R８．１．２１

（R８夏頃）

本州・九州連携に係る検討体制について（案）

適宜、中間報告

検討事項： 本州・九州間の現状・課題
周辺道路ネットワークのあり方 等


